
国
文
学
専
攻
創
立
四
十
周
年

国
文
学
会
設
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
に
あ
た
っ
て
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同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
国
文
学
専
攻
は
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
四
月
、
同
志
社
大
学
第
二
部
の
発
足
時
に
、

夜
問
四
年
制
の
専
攻
と
し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
当
時
文
学
部
に
属
し
て
お
ら
れ
た
南
波
教
授
・
故
里
井
教
授
が
、

経
済
学
部
の
小
森
教
授
、
商
学
部
の
故
安
永
教
授
、
法
学
部
の
故
波
多
野
教
授
と
計
っ
て
、
第
一
部
文
化
学
科
に
国
文
学
専
攻
を

設
置
す
べ
く
奔
走
さ
れ
た
が
、
学
科
の
内
部
に
、
国
文
学
は
文
化
学
科
の
理
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、
ま

ず
第
二
部
に
設
置
し
て
地
な
ら
し
を
し
た
後
、
翌
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）
に
、
前
記
の
五
教
授
と
、
新
た
に
土
橋
教
授
を

迎
え
た
陣
容
に
よ
っ
て
、
第
一
部
の
国
文
学
専
攻
発
足
に
こ
ぎ
っ
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
の
経
緯
に
っ
い
て
は
、
南
波

先
生
の
「
国
文
学
専
攻
の
創
設
」
（
「
同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
報
」
２
１
号
、
９
４
・
３
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
爾
来
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
四
十
年
、
卒
業
生
も
四
千
余
名
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
四
十
年
、
専
攻
は
、
い
く
っ
か
の

エ
ポ
ッ
ク
を
画
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
第
一
は
、
専
攻
創
設
か
ら
八
年
目
の
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
四
月
か

ら
、
学
部
専
攻
の
上
に
、
大
学
院
修
士
課
程
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
・
伎
偏
を
身

に
っ
け
た
研
究
者
・
教
育
者
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
博
士
課
程
の
増
設
（
一
九

八
六
年
）
に
も
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
大
学
院
修
了
者
は
現
在
二
百
名
に
近
い
。

　
そ
の
第
二
は
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
十
一
月
に
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
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っ
て
、
教
員
．
在
学
生
・
卒
業
生
三
者
の
結
び
っ
き
が
強
ま
り
、
翌
年
に
は
機
関
誌
「
同
志
社
国
文
学
」
も
創
刊
さ
れ
、
研
究
の

成
果
を
発
表
す
る
場
が
確
保
さ
れ
て
、
会
員
の
研
究
活
動
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
同
志
社
国
文
学
」
は
年
一
－
二
冊
の

刊
行
を
続
け
、
本
号
で
四
十
一
号
を
数
え
る
が
、
第
三
十
号
（
８
８
・
３
）
に
は
、
記
念
と
し
て
既
刊
号
の
分
類
総
目
録
を
掲
げ
て

い
る
。

　
今
回
、
国
文
学
専
攻
創
立
四
十
周
年
・
国
文
学
会
設
立
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
い
く
つ
か
の
記
念
事
業
を
企
画
し
た
の
は
、

専
攻
．
学
会
自
ら
が
、
第
三
の
エ
ポ
ッ
ク
を
画
そ
う
と
す
る
意
志
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
の

趣
意
は
、
「
同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
報
」
２
１
号
に
記
し
た
よ
う
に
、
大
学
そ
の
も
の
の
大
き
な
転
換
点
に
あ
た
っ
て
、
専
攻
．
学

会
創
設
の
原
点
を
ふ
り
か
え
り
、
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
を
見
定
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
、
こ
の
「
記
念
論
文
集
」
は
、
ま
ず
、
専
攻
・
学
会
の
生
み
の
親
と
も
い
う
べ
き
前
記

の
諸
先
生
方
を
は
じ
め
、
専
攻
・
学
会
の
育
成
・
発
表
に
力
を
尽
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
、
感
謝
の
意
を
こ
め
て
捧
げ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
国
文
学
専
攻
に
学
び
、
関
わ
っ
て
き
た
国
文
学
会
員
の
、
研
鐙
の
成
果
、
現
在
の
到
達
点
を
、
広

く
世
に
問
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
創
設
時
の
前
記
の
諸
先
学
は
、
個
々
の
文
学
作
品
の
綴
密
で
深
い
読
み
・
探
究
を
進
め
な
が
ら
、
同
時
に
日
本
の
文
学
史
研
究

に
参
画
す
る
と
い
う
困
難
な
課
題
に
取
り
組
む
範
を
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
念
論
文
集
に
参
集
し
た
現
在

の
わ
れ
わ
れ
は
、
果
し
て
そ
れ
を
う
け
っ
ぎ
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
大
方
の
御
批
判
と
御
鞭
捷
を
お
願
い

し
た
い
と
思
う
。
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